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学校がもつ又は期待される様々な役割
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～児童生徒の学習、生活の場として～ ～教職員の働く場として～

～市民のスポーツ、レクリエーションの働く場として～

～災害時の避難の場として～

～子どもたちの居場所として～
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学校がもつ又は期待される様々な役割
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児童・生徒の放課後の居場所・活動場所としての役割

地域の防災の拠点としての役割

地域コミュニティや地域のつながりに関わる活動・交流の拠点としての役割

スポーツ・文化・生涯学習の拠点としての役割

地域の歴史や文化の中核的な存在としての役割

地域づくり・人づくりを進めるための地域の核としての役割

子育て世帯等の移住や定住を促進する役割

特にない（児童・生徒の学びの場以外の役割があると思わない）

小学生保護者 中学生保護者 教員 市民 未就学児保護者

【アンケート調査】

学校について、児童・生徒の学びの場としての役割以外に、どのような役割を担っている、また
は担うべきと考えますか？
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これまでの安全・安心を確保する学校施設整備事業

＜2010年代以降の工事履歴＞

・～2015年まで 耐震補強関連工事の完了

→すべての学校施設で耐震性能を満たす

→総額約72.1億円

・2019年 普通教室における空調完備（冷暖房）

→総額約24.3億円※維持管理費等含む

・2020年～ 学校トイレの洋式化（令和7年度末に100％予定）

→総額約32億円※予算ベース

→安全・安心を高めるために様々な整備事業を行ってきたところ。

→今後の学校施設は、①更なる安全・安心（老朽化対策・バリアフリー）、

②地球環境配慮 ③新しい学びの実現 ④豊かな学習・生活の場

⑤地域・社会との連携・協働 が求められている。
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求められる視点（①更なる安全・安心（老朽化対策・バリアフリー）
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〇安全・安心な教育環境の実現の視点
【主な整備内容】

・非構造部材も含めた耐震対策

・老朽化対策

（例：構造躯体の経年劣化の解消、外壁の補修、耐久性を高めるための塗装・防水、
設備の更新等）

・スロープ、バリアフリートイレ、エレベーター等のバリアフリー化

※避難所指定、要配慮児童生徒等の在籍状況等を踏まえて着実に対応

参考：学校施設の教育環境向上を図る改修等に関する課題解決事例集（令和5年5月 文部科学省）

長寿命化改修により建替え同等の教育環境を確保
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〇持続可能な教育環境の実現の視点
【主な整備内容】

・壁や窓等の断熱性向上、高効率照明等の導入の脱炭素化

※長寿命化改修においても新築に準じた学校施設のZEB化を計画することが望まし
いものとして推進

求められる視点（②地球環境配慮）

LED照明、明るさセンサー ハイサイド窓から光が入る階段室

直射日光を遮る水平ルーバー

参考：学校施設の教育環境向上を図る改修等に関する課題解決事例集（令和5年5月 文部科学省）

温度・湿度・CO2濃度がわかるエコモニター
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求められる視点（③新しい学びの実現）

6

〇柔軟で創造的な学習空間の実現の視点
【主な整備内容】

・既存の面積資源を有効活用・再配分し、多様な学習活動等に柔軟に対応できる学習・
執務空間を整備

（例：教室空間の充実、可動間仕切りの設置、多目的スペースの整備、廊下等共用部
分の有効活用、学校図書館の機能向上、家具を含む学びの空間を一体的に計画、
職員室等の執務環境の改善等）

・高速大容量通信ネットワーク等の１人１台端末を活用した学習環境を整備

・インクルーシブ教育システムの構築や合理的配慮の基礎となる環境整備

（例：特別支援学級や通級による指導のための環境整備等）

可動式のパーテーション 遠隔地（農家）とオンラインで繋ぐ様子 職員室奥のリフレッシュスペース

参考：学校施設の教育環境向上を図る改修等に関する課題解決事例集（令和5年5月 文部科学省）
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求められる視点（④豊かな学習・生活の場）
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〇健やかな学習・生活空間の実現の視点
【主な整備内容】

・トイレの洋式化・乾式化

・特別教室、体育館等の空調整備

・内装木質化等の木材の積極的な活用

（例：内装木質化による快適で温かみのある生活空間（リビング空間）の整備等）

廊下の木質化、暖房区画としての建具 体育館に設置された空調設備地域材を活用した内部環境の改善

参考：学校施設の教育環境向上を図る改修等に関する課題解決事例集（令和5年5月 文部科学省）
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求められる視点（⑤地域・社会との連携・協働）
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〇地域や社会との連携・協働の実現の視点
【主な整備内容】

・既存の面積資源を有効活用・再配分し、他の公共施設等と複合化・共用化

※地域の面積資源に応じて、首長部局等と横断的に検討

・避難所としての防災機能強化（自家発電設備、情報通信設備、断水時のトイレ対策、
LPガスの活用等）

・域内のハザード情報を踏まえた水害対策（受変電設備の嵩上げ、止水板の設置）

※防災担当部局や治水担当部局等と連携して対応

災害フェーズと各機能に求められるイメージ（災害直後） 地域と共同利用する図書館（奥）、災害対応を想
定したカセットコンロを備えた家庭科室（手前）

参考：学校施設の教育環境向上を図る改修等に関する課題解決事例集（令和5年5月 文部科学省）
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学校施設の現状
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＜築年別整備状況＞
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小学校

中学校

築30年以上

10年未満 1.5%
10～20年 6.7%

20～30年

16.1%

30～40年

30.0%

40～50年

33.9%

50年以上

11.8%

約4分の3が

築30年以上

延床面積ベースで4分の3以上が築30年以上

⇒老朽化が進行し、改修・建替えが必要

（令和６年４月時点）



SAKURA CITY

SAKURA CITY10

＜部位別劣化状況＞

小学校 中学校
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●屋根・屋上、外壁
→目視による評価

評価 基準

A 概ね良好
B 部分的に劣化
C 広範囲に劣化

D
早急に対応する
必要がある

良好

劣化

●内部仕上、電気設備、
機械設備
→経過年数による評価

良好

劣化

評価 基準

A 20年未満
B 20～40年
C 40年以上

D
経過年数に関わ
らず著しい劣化
事象がある場合

特に小中学校の校舎の老朽化が進んでいる
参考：佐倉市教育施設長寿命化計画（令和3年3月）
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学校施設の現状

※令和5年度の調査結果を反映
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＜将来コスト＞ 従来型（築50年目で建替え）

学校施設の将来の維持管理コスト等
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今後の維持・更新コスト（従来型）

10年間 10年間

40.9億円/年

10年間

36.9億円/年

5年間

24.7億円/年55.6億円/年

対象建物

21.7万㎡

112棟

35年間の平均

41.7億円/年

2.4倍

過去の

施設関連経費

17.7億円/年

35年間の総額

1,458億円

施設整備費
（修繕維持費含む）

改築 長寿命化改修 大規模改造 部位修繕
その他施設
関連費

維持修繕費
光熱水費
・委託費

35年間平均 
41.7億円 

過去の平均 
17.7億円 

現有施設を全て50
年で建替えて維持

過去の整備費用の
2.4倍が必要

特に直近で建て替
えが集中

参考：佐倉市教育施設長寿命化計画（令和3年3月）
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学校施設の将来の維持管理コスト等
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10年間 10年間
35.7億円/年

10年間
32.8億円/年

５年間

20億円/年

今後の維持・更新コスト（長寿命化型）

30.9億円/年

対象建物
112棟
21.7万㎡

35年間の総額

1,094億円
35年間の平均

31億円/年

1.8倍

過去の

施設関連経費
17.7億円/年

施設整備費
（修繕維持費含む）

改築 長寿命化改修 大規模改造 部位修繕 縮減費
その他施設
関連費

維持修繕費
光熱水費
・委託費

施設整備費
（修繕維持費含む）

改築 長寿命化改修 大規模改造 部位修繕 縮減費
その他施設
関連費

維持修繕費
光熱水費
・委託費

施設整備費
（修繕維持費含む）

改築 長寿命化改修 大規模改造 部位修繕 縮減費
その他施設
関連費

維持修繕費
光熱水費
・委託費

従来型の平均 
41.7億円 

過去の平均 
17.7億円 

35年間平均 
31億円 

＜将来コスト＞ 長寿命化型（築40年目で長寿命化改修、築75年目で建替え）

一部、長寿命化を
適用

過去の整備費用の
1.8倍が必要

特に直近で長寿命
化改修が集中

参考：佐倉市教育施設長寿命化計画（令和3年3月）
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将来を見据えた学校施設の整備に関する課題

昭和

人口増加に伴う量的整備

平成初期

教育内容等の変更に伴う質的整備

（給食室、コンピューター室、校内LAN整備等）

平成後期

安全・安心の確保

（耐震性の確保、空調設置等）

これからの
学校施設 

13

学校の現状

期待される役割
求められる機能等

・施設の老朽化

・財源不足 等

・更なる安全・安心

・環境配慮

・新しい学び 等
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